
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和７年７月１日（火）   １０：００～１０：１１ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：石 破   茂 内閣総理大臣 

村 上 誠一郎 国務大臣（総務大臣） 

鈴 木 馨 祐 国務大臣（法務大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

あ べ 俊 子 国務大臣（文部科学大臣） 

福 岡 資 麿 国務大臣（厚生労働大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（農林水産大臣） 

武 藤 容 治 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

中 野 洋 昌 国務大臣（国土交通大臣） 

浅 尾 慶一郎 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

中 谷 元 国務大臣（防衛大臣） 

林 芳 正 国務大臣（内閣官房長官） 

平 将 明 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

伊 藤 忠 彦 国務大臣（復興大臣） 

坂 井 学 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

三 原じゅん子 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

赤 澤 亮 正 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

城 内 実 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

伊 東 良 孝 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

欠 席 者：岩 屋 毅 国務大臣（外務大臣） 

陪 席 者：橘 慶一郎 内閣官房副長官 

青 木 一 彦 内閣官房副長官 

佐 藤 文 俊 内閣官房副長官 

岩 尾 信 行 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件       ２件 

○国会提出案件    ４５件 

○公布（条約）     １件 

○政令         ９件 

○人事         ２件 

○配布         １件 

いずれも、案件表のとおり、決定等となった。 
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議事内容： 

○林国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。 

まず、閣議案件について、橘副長官から御説明申し上げます。 

○橘内閣官房副長官：一般案件等について、申し上げます。まず、「日・ウクライナ租

税条約」の締結及び公布について、御決定をお願いいたします。本件は、先の通常

国会で承認を得たものであります。 
次に、信・解任状に認証を仰ぐことについて、御決定をお願いいたします。本件

は、「エスワティニ国」駐箚特命全権大使の異動に伴い、交付すべき信任状及び解任

状であります。 
次に、質問主意書に対する答弁書４５件について、お手元の資料のとおり、御決

定をお願いいたします。 
次に、政令９件について、御決定をお願いいたします。まず、「金融商品取引法等

の一部改正法の一部の施行期日令」は、同改正法の一部の施行期日を令和８年５月

１日とするものであり、「同改正法の一部の施行に伴う関係整備等政令」は、株券等

の公開買付規制に関する規定の見直し等、所要の規定の整備等を行うものでありま

す。 
次に、「マイナンバー法施行令の一部改正令」は、マイナンバーカードを代理人に

交付する際に必要となる当該代理人の本人確認の措置について、所要の改正を行う

ものであります。 
次に、「国民年金法施行令等の一部改正令」は、２０歳前に発した傷病による障害

に係る障害基礎年金等について、所得基準額を改めるものであります。 
次に、「栄養士法施行令の一部改正令」は、都道府県の事務負担の軽減を図るため、

栄養士養成施設の指定等に係る都道府県の事務を廃止する等の措置を講ずるもの

であります。 
次に、「港湾法等の一部改正法の一部の施行期日令」は、同改正法の一部の施行期

日を本年７月２２日とするものであり、「港湾法施行令及び沖振法施行令の一部改

正令」及び「北海道港湾工事法第３条第３項の規定による政令」は、同改正法の一

部の施行に伴い、国土交通大臣が直轄工事を施行する場合に港湾管理者に代わって

行う権限を規定する等の措置を講ずるものであります。 
次に、「航空法施行令の一部改正令」は、佐賀空港から出発する自衛隊等の航空機

に係る飛行計画の通報等の権限を国土交通大臣から防衛大臣に委任するものであ

ります。 
次に、人事案件について、申し上げます。まず、こども家庭庁及び厚生労働省人

事といたしまして、お手元に配布しております資料のとおり、承認することについ

て、御決定をお願いいたします。その主な内容は、厚生労働審議官田中誠二が退官

し、その後任に、職業安定局長山田雅彦を、充てるものであります。 
次に、堀照夫外７３名の叙位又は叙勲について、御決定をお願いいたします。な

お、元プロ野球選手長島茂雄を、従三位に叙するものがあります。 
次に、配布資料といたしまして、「会計検査院法の規定に基づく報告書」がありま
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す。本件は、「国内開発された固定翼哨戒機Ｐ－１の運用等の状況」について、会計

検査院から内閣に対し報告があったものであります。 
○林国務大臣：次に、大臣発言がございます。まず、文部科学大臣。 
○あべ国務大臣：６月２９日、Ｈ－ⅡＡロケット５０号機による、温室効果ガス・水

循環観測技術衛星の打上げに成功しました。Ｈ－ⅡＡロケットについては、今回の

打上げをもって４４機連続での打上げ成功となります。今回打上げられました温室

効果ガス・水循環観測技術衛星は、温室効果ガス濃度や、海面水温等の高度な測定

を可能とするものです。気候変動や水産など、幅広い分野で貢献することを期待し

ております。また、Ｈ－ⅡＡロケットは今回が最終号機であり、有終の美を飾れた

ことを大変喜ばしく思います。Ｈ－ⅡＡロケットで得られた知見を踏まえて、今後、

Ｈ３ロケットの安定的運用に向けて着実に取り組み、我が国の宇宙開発利用の発展

に貢献できるよう、引き続き関係機関とともに尽力してまいります。 
○林国務大臣：次に、環境大臣。 
○浅尾国務大臣：先ほど文部科学大臣よりご発言がありましたとおり、温室効果ガス・

水循環観測技術衛星「ＧＯＳＡＴ－ＧＷ」を搭載したＨ－ⅡＡロケット５０号機の

打上げが成功しました。環境省は、文部科学省と共同して本衛星の開発を進めてき

ました。本衛星により得られるデータを、国際機関、各国政府、民間企業等に広く

活用いただけるようにすることで、国内外の排出削減行動を後押ししていきます。 
○林国務大臣：これをもちまして、閣議を終了いたします。 

引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。私から、福島県内除去土壌等の県外最

終処分の実現に向けた復興再生利用の取組の加速化について、申し上げます。福島

の復興に向けて、中間貯蔵施設に保管されている除去土壌や指定廃棄物について、

３０年以内に福島県外での最終処分を実現するよう、政府一丸となって、着実に取

組を前進させていくことが必要です。その県外最終処分に向けて鍵となる、除去土

壌の復興再生利用の推進に向けては、復興再生利用に対する国民のご理解が重要と

考えます。国民の幅広い理解醸成を図るという観点から、総理大臣のご意向を踏ま

え、官邸での復興再生利用を速やかに実施することといたしました。詳細は、今後

環境大臣から公表して下さい。また、官邸に続いて霞が関の各府省庁においても、

可能なところでは、今年の夏頃に実施できるように、環境大臣、復興大臣を中心と

して各府省庁における検討の加速化をお願いします。「福島の復興なくして、東北の

復興なし。東北の復興なくして日本の再生なし。」。福島の復興に向けた重要課題の

１つである、福島県内除去土壌等の県外最終処分の実現のため、政府を挙げて全力

で取り組んでまいります。 
なお、海外出張された城内大臣の帰朝報告は、お手元の資料のとおりです。 
ほかに御発言はございますか。 
無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和７年 

７月１日 

◎ 一 般 案件

○ 所 得 に対す る 租税 に 関す る 二重 課 税の 除 去並 び に

脱 税 及 び租税 回 避の 防 止の た めの 日 本国 政 府と ウ

ク ラ イ ナ政府 と の間 の 条約 の 効力 発 生の た めの 通

告 に つ いて（ 決 定）         （ 外 務省 ）

 ☆ エ スワ ティ ニ 国駐 箚 特命 全 権大 使 志水 史 雄に 交 付

す べ き 信 任状及 び 前任 特 命全 権 大使 牛 尾  滋 の 解

任 状 に つ き認証 を 仰ぐ こ とに つ いて （ 決定 ）

（ 同 上 ）

◎ 国 会 提出 案件

1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出形 骸 化し た 定

員 合 理 化 目標の 見 直し に 関す る 質問 に 対す る

答 弁 書 に ついて （ 決定 ）    （内 閣 官房 ）

○ 1. 参 議院 議 員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出人 口 千人 当 た

り の 公 的 部門に お ける 職 員数 の 国際 比 較に 関

す る 質 問 に対す る 答弁 書 につ い て（ 決 定） 

（ 同 上 ） 

1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 防 災庁 の 設

置 に 関 す る質問 に 対す る 答弁 書 につ い て

（ 決 定 ）             （ 同上 ）

1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 空 き家 活 用

等 の 地 方 創生事 業 の促 進 に関 す る質 問 に対 す

る 答 弁 書 につい て （決 定 ）     （ 同上 ）

1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 質 問主 意 書

の 回 答 期 限に関 す る質 問 に対 す る答 弁 書に つ

い て （ 決 定）           （ 同上 ）

1. 参 議院 議員石 川 大我 （ 立憲 ） 提出 男 性の Ｄ Ｖ

被 害 と 自 殺に関 す る質 問 に対 す る答 弁 書に つ

い て （ 決 定）        （ 内閣 府 本府 ）

1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 ギ グワ ー ク

に 関 す る 質問に 対 する 答 弁書 に つい て

（ 決 定 ）             （ 同上 ）

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
な し

［ 別　添 ］
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1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 公 正取 引 委

員 会 委 員 長等の 選 考基 準 に関 す る質 問 に対 す

る 答 弁 書 につい て （決 定 )( 公 正 取引 委 員会 ） 

1. 参 議院 議員石 垣 のり こ （立 憲 ）提 出 関東 大 震

災 時 に 東 京海軍 無 線電 信 所船 橋 送信 所 から 発

出 さ れ た 電文に 関 する 質 問に 対 する 答 弁書 に

つ い て （ 決定）         （ 警 察庁 ） 

1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出子 ど も・ 子 育

て 関 係 費 の推計 に おけ る 人口 前 提の 妥 当性 に

関 す る 質 問に対 す る答 弁 書に つ いて （ 決定 ） 

             （ こど も 家庭 庁 ） 

1. 参 議院 議員牧 山 ひろ え （立 憲 ）提 出 いじ め ・

虐 待 等 に 苦しむ 子 ども た ちの Ｓ ＯＳ 相 談窓 口

の 乱 立 問 題に関 す る質 問 に対 す る答 弁 書に つ

い て （ 決 定）           （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出報 道 機関 の コ

ン プ ラ イ アンス 強 化の 必 要性 に 関す る 質問 に

対 す る 答 弁書に つ いて （ 決定 ）  （ 総 務省 ） 

1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出Ｊ Ｕ ＴＭ に 関

す る 再 質 問に対 す る答 弁 書に つ いて （ 決定 ） 

                 （同 上 ） 

1. 参 議院 議員石 垣 のり こ （立 憲 ）提 出 公職 選 挙

法 上 の 個 人演説 会 告知 用 ポス タ ー等 の 解釈 に

関 す る 質 問に対 す る答 弁 書に つ いて （ 決定 ） 

             （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 有 識者 会 議

等 の 委 員 の選任 基 準に 関 する 質 問に 対 する 答

弁 書 に つ いて（ 決 定）       （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 選 挙期 間 中

の オ ン ラ イン広 告 の公 職 選挙 法 適合 性 に関 す

る 質 問 に 対する 答 弁書 に つい て （決 定 ） 

（ 同 上 ） 
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1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出自 然 的親 子 関

係 に 基 づ く自由 な 養育 監 護及 び 憲法 上 の人 格

権 に 関 す る質問 に 対す る 答弁 書 につ い て 

（ 決 定 ）            （ 法 務省 ） 

1. 参 議院 議員石 川 大我 （ 立憲 ） 提出 Ｄ Ｖか ら の

避 難 等 に 関する 質 問に 対 する 答 弁書 に つい て

（ 決 定 ）             （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 離 婚後 の 養

育 費 ・ 教 育費に 関 する 質 問に 対 する 答 弁書 に

つ い て （ 決定）          （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員神 谷 宗幣 （ 無所 属 ）提 出 同性 婚 に

係 る 憲 法 解釈及 び 国民 的 議論 に 関す る 質問 に

対 す る 答 弁書に つ いて （ 決定 ）   （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員神 谷 宗幣 （ 無所 属 ）提 出 難民 認 定

制 度 の 濫 用防止 及 び審 査 体制 の 適正 化 に関 す

る 質 問 に 対する 答 弁書 に つい て （決 定 ） 

（ 同 上 ） 

1. 参 議院 議員神 谷 宗幣 （ 無所 属 ）提 出 「経 営 ・

管 理 」 の 在留資 格 を悪 用 した 外 国人 移 住の 実

態 に 関 す る再質 問 に対 す る答 弁 書に つ いて 

（ 決 定 ）             （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 Ｉ ＣＪ の 強

制 管 轄 受 諾宣言 に 関す る 質問 に 対す る 答弁 書

に つ い て （決定 ）        （ 外 務省 ） 

1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出地 方 自治 体 と

台 湾 の 関 係に係 る 政府 の 認識 及 び日 台 関係 の

在 り 方 に 関する 質 問に 対 する 答 弁書 に つい て

（ 決 定 ）             （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 学 校事 故 対

応 に 関 す る質問 に 対す る 答弁 書 につ い て 

（ 決 定 ）          （ 文部 科 学省 ） 

1. 参 議院 議員福 島 みず ほ （立 憲 ）提 出 若年 被 害

女 性 等 支 援事業 等 に係 る 誹謗 中 傷等 に 関す る

質 問 に 対 する答 弁 書に つ いて （ 決定 ） 

（ 厚 生労 働省） 
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1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出エ ビ デン ス が

乏 し い 予 防医療 施 策へ の 公的 補 助の 見 直し に

関 す る 質 問に対 す る答 弁 書に つ いて （ 決定 ） 

  （ 厚生 労働 省 ） 

1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出介 護 支援 専 門

員 の 担 当 件数の 上 限及 び 根拠 等 に関 す る質 問

に 対 す る 答弁書 に つい て （決 定 ）  （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出営 利 法人 に 病

院 等 の 開 設が認 め られ な い法 的 根拠 に 関す る

再 質 問 に 対する 答 弁書 に つい て （決 定 ） 

（ 同 上 ） 

1. 参議 院 議員 浜 田聡 （ Ｎ党 ） 提出 政 府が 行 う 推

計 と 実 績の乖 離 要因 分 析の 必 要性 に 関す る 質

問 に 対 する答 弁 書に つ いて （ 決定 ） （同 上 ） 

1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出ス ト レス チ ェ

ッ ク の 対 象拡大 に 伴う 予 算措 置 及び 政 策効 果

に 関 す る 質問に 対 する 答 弁書 に つい て 

（ 決 定 ）                （ 同上 ） 

1. 参議院議員浜田聡（Ｎ党）提出特定健康診査・

特 定 保 健 指導に 係 る費 用 と効 果 の検 証 及び 制

度 見 直 し に関す る 質問 に 対す る 答弁 書 につ い

て （ 決 定 ）             （ 同上 ） 

1. 参議 院 議員 浜 田聡 （ Ｎ党 ） 提出 医 療・ 福 祉 の

非 営 利 性に関 す る質 問 に対 す る答 弁 書に つ い

て （ 決 定）            （同 上 ） 

1. 参 議院 議員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出薬 剤 師の 業 務

規 制 及 び 医療職 種 の人 員 配置 基 準等 の 見直 し

に 関 す る 質問に 対 する 答 弁書 に つい て 

（ 決 定 ）             （ 同上 ） 

1. 参議 院 議員 浜 田聡 （ Ｎ党 ） 提出 高 額療 養 費 自

己 負 担 上限額 引 上げ の 優先 度 に関 す る再 質 問

に 対 す る答弁 書 につ い て（ 決 定）  （同 上 ） 

1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 新 型コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感染症 に 係る ワ クチ ン 接種 事 業に 関

す る 質 問 に対す る 答弁 書 につ い て（ 決 定） 

（ 同 上 ） 
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1. 参 議院 議員水 野 素子 （ 立憲 ） 提出 緩 和ケ ア の

診 療 加 算 の対象 拡 大に 関 する 質 問に 対 する 答

弁 書 に つ いて（ 決 定）    （ 厚生 労 働省 ） 

1. 参議 院 議員 水 野素 子 （立 憲 ）提 出 オン ラ イ ン

精 神 療 法の安 全 性及 び 指針 違 反事 例 への 行 政

対 応 に 関する 質 問に 対 する 答 弁書 に つい て 

（ 決 定 ）             （同 上 ） 

1. 参議 院 議員 水 野素 子 （立 憲 ）提 出 精神 保 健 指

定 医 の 制度的 整 理及 び 今後 の 在り 方 に関 す る

質 問 に 対する 答 弁書 に つい て （決 定 )( 同 上 ） 

1. 参議 院 議員 小 西洋 之 （立 憲 ）提 出 薬価 改 定 の

課 題 に 関する 質 問に 対 する 答 弁書 に つい て 

（ 決 定 ）             （同 上 ） 

1. 参 議院 議員山 本 太郎 （ れ新 ） 提出 政 府の 米 政

策 に 関 す る質問 に 対す る 答弁 書 につ い て 

（ 決 定 ）          （ 農林 水 産省 ） 

1. 参議 院 議員 浜 田聡 （ Ｎ党 ） 提出 大 阪・ 関 西 万

博 の 運 営費収 支 及び 成 果指 標 に関 す る質 問 に

対 す る 答弁書 に つい て （決 定 )( 経 済 産業 省 ） 

1. 参議 院 議員 浜 田聡 （ Ｎ党 ） 提出 Ｆ ＩＴ ・ Ｆ Ｉ

Ｐ 制 度 による 市 場の ゆ がみ 及 び再 エ ネ賦 課 金

に よ る 国民負 担 に関 す る質 問 に対 す る答 弁 書

に つ い て（決 定 ）         （同 上 ） 

1. 参議 院 議員 浜 田聡 （ Ｎ党 ） 提出 国 防上 の 電 波

利 用 に 係る自 衛 隊の 自 主性 確 保に 関 する 質 問

に 対 す る答弁 書 につ い て（ 決 定） （ 防衛 省 ） 

1. 参議 院 議員 水 野素 子 （立 憲 ）提 出 無人 戦 技 術

及 び 防 衛予算 の 配分 に 関す る 質問 に 対す る 答

弁 書 に ついて （ 決定 ）       （同 上 ） 

 

◎ 公 布 （条約 ） 

☆ 所 得 に対す る 租税 に 関す る 二重 課 税の 除 去並 び に

脱 税 及 び 租税回 避 の防 止 のた め の日 本 国政 府 と ウ

ク ラ イ ナ 政府と の 間の 条 約（ 決 定）  （外 務 省） 

 

資 料  
な し  
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◎ 政  令 

○ 金 融 商品取 引 法及 び 投資 信 託及 び 投資 法 人に 関 す

る 法 律 の一部 を 改正 す る法 律 の一 部 の施 行 期日 を

定 め る 政令（ 決 定）         （ 金 融庁 ） 

〃  ○ 金融 商品 取 引法 及 び投 資 信託 及 び投 資 法人 に 関す

る 法 律 の 一部を 改 正す る 法律 の 一部 の 施行 に 伴 う

関 係 政 令 の整備 等 に関 す る政 令 （決 定 ）（ 同 上）  
〃  ○ 行政 手続 に おけ る 特定 の 個人 を 識別 す るた め の番

号 の 利 用 等に関 す る法 律 施行 令 の一 部 を改 正 す る

政 令 （ 決 定）            （総 務 省）  
〃  ○ 国民 年金 法 施行 令 等の 一 部を 改 正す る 政令  

（ 決 定 ）         （ 厚 生労 働 ・財 務 省）  
〃  ○ 栄養 士法 施 行令 の 一部 を 改正 す る政 令 （決 定 ）  

（ 厚 生労 働省）  
〃  ○ 港湾 法等 の 一部 を 改正 す る法 律 の一 部 の施 行 期日

を 定 め る 政令（ 決 定）      （ 国 土交 通 省）  
〃  ○ 港湾 法施 行 令及 び 沖縄 振 興特 別 措置 法 施行 令 の一

部 を 改 正 する政 令 （決 定 ）  
（ 国 土 交 通省・ 内 閣府 本 府）  

〃  ○ 北海 道開 発 のた め にす る 港湾 工 事に 関 する 法 律第

３ 条 第 ３ 項の規 定 によ る 港湾 管 理者 の 権限 の 代 行

に 関 す る 政令（ 決 定）      （ 国 土交 通 省）  
〃  ○ 航空 法施 行 令の 一 部を 改 正す る 政令 （ 決定 ）  

（ 同 上 ）  
 

◎ 人  事   

○ 各 府 省幹部 職 員の 任 免に つ き、 内 閣の 承 認を 得 る

こ と に ついて （ 決定 ） 

〃  ○ 福井 大学 名 誉教 授 堀  照 夫外 ７ ３名 の 叙位 又 は叙

勲 に つ い て（決 定 ）  
 

 

 

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  
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◎ 配  布 

☆ 会 計 検 査院法 第 ３０ 条 の２ の 規定 に 基づ く 報告 書

（ 内 閣 官 房） 

 

 

〔 ○ 署名 あ り  ☆ 署名 な し〕 
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